２０１０道本部組織労働局発第３７７号

２００９年６月２３日

各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　　山　上　　潔
（賃金労働部）
2010人事院勧告期の取り組みについて（３）
－高齢者給与定率カット正式提示に対する緊急抗議・要請行動－
連日の取り組みに、心より敬意を表します。
標記の件についてですが、すでに道本部ＦＡＸ情報NO.134号及び137号でお示ししていますが、人事院は50歳台後半職員の給与の引き下げ（定率カット）を今年の勧告に盛り込むとして、公務員連絡会に対して、本日（６月23日）正式に提示することとなりました。これに対し公務員連絡会は、内容的に整合性がなく、手続き的にも拙速な提案は受け入れられないとして断固反対の姿勢を表明しています。
こうした情勢を受け、2010人事院勧告の取り組みについて、闘争方針強化の指示が出されました。当面しては①全単組・総支部における緊急抗議・要請打電（レタックス）行動、②23日の人事院職員団体審議官と幹事クラスの交渉内容を踏まえて、全組合員への周知徹底、③中央行動について動員数の上乗せ等となっています。
従って、以下のとおり、闘争戦術について追加しますので、参議院選挙闘争と重なった時期の取り組みとなりますが、取り組みに対して万全の体制で対応願います。
記

○　人事院総裁宛抗議・要請打電（レタックス）行動
１　取組期間
６月24日（木）～６月25日（金）
　　　原則的に上記、２日間に可能な限り取り組むこととしますが、物理的に無理な場合、６月30日（水）までに取り組みをお願いします。
２　取組対象
全単組・総支部の基本組織としますが、可能な限り支部単位また、壮年部、青年部、女性部などの補助機関からもお願いします。
３　打電内容（電文例）
・　50歳台後半層職員の給与引き下げ提案に断固抗議する。提案内容を即、撤回すること。

　　・　雇用形態が異なったデータの比較の上で一方的に定率引き下げすることは言語同断。提案内容を即座に撤回せよ。
　　・　地域給与導入で事実上昇給できない職員にさらに追い打ちをかける今回の措置は士気の低下をもたらすだけだ。提案内容を今すぐに取り下げよ。

　　上記の内容を参考に創意工夫ある表現で記載願います。
４　取組報告
取り組み結果を別紙に記載し、道本部賃金労働部へ、ＦＡＸで報告願います。
５　報告期日　　６月３０日（水）期限厳守
○　全職場集会の開催

　２３日の提案内容及び交渉内容について、６月３０日までに職場集会を開催し、全組合員へ周知徹底をお願いします。
○　大型はがき行動の展開

　すでに６月１８日付け指示文書で提起していますが、高齢者給与定率カットについては、要求項目に記載していますので、当初どおり、１人５筆を目標に取り組みをお願いします。

○　中央行動について

　第１次、第２次の中央行動への参加要請は別途、各地方本部を通じて要請します。

以　上


	 


人事院総裁宛緊急打電（レタックス）行動

単組名　　　　　　　　　　　　　　記入者氏名　　　　　　　　　　　　　
取り組み日　　　　　　　　　　　　　　

打電数　　　　　　　　　　　　　　　　

送付先：自治労道本部賃金労働部（ＦＡＸ：011-700-2053）
緊　　急
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